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紹
　
介

武
井
和
人

・
木
下
美
佳
編

『
一
条
兼
良
自
筆
　
伊
勢
物
語
愚
見
抄
　
影
印

。
翻
刻

。
研
究
』

昔同
　
嶋

　

　

藍

『
伊
勢
物
語
』
旧
注
の
哨
矢
、　
一
条
兼
良
著
の

『
伊
勢
物
語
愚
見
抄
』
（以

下
、
『
愚
見
抄
』
と
す
る
）
の
伝
本
は
、
長
禄
四
年
の
奥
書
を
持

つ
初
稿
本

と
、
文
明
の
奥
書
を
持

つ
再
稿
本
の
二
系
統
に
大
別
さ
れ
る
。
な
か
で
も
、

初
稿
本
系
統
の
伝
本
は
、
わ
ず
か
数
点
の
現
存
が
知
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
か

っ

た
が
、
こ
の
度
、
武
井
和
人
氏
が
購
入
さ
れ
た
武
井
本
が
新
た
に
加
わ

っ
た
。

『
思
文
閣
古
書
資
料
目
録

（善
本
特
集
　
第
２‐
輯
と

第
二

一
四
号
に

「
江
戸

初
期
写
　
初
稿
本
系
統
」
と
掲
載
の
あ

っ
た

『
愚
見
抄
』
を
、
武
井
氏
が
ご

購
入
さ
れ
る
ま
で
の
経
緯
は
、
本
書
の

「
あ
と
が
き
」
に
詳
し
い
。

こ
の
武
井
本
の
価
値
は
、
稀
少
な
初
稿
本
系
統
の
本
文
を
有
し
て
い
る
こ

と
の
み
で
は
な
い
。
思
文
閣
の
目
録
で
は

「
江
戸
初
期
写
」
と
さ
れ
て
い
た

も
の
の
、
実
際
に
は

「
兼
良
自
筆
」
で
あ
る
と
指
摘
で
き
る
点
が
、
随

一
の

価
値
で
あ
ろ
う
。
本
書
は
、
そ
の
武
井
本

『
愚
見
抄
』
全
文
の
影
印

・
翻
刻

と
、
武
井
氏

・
木
下
美
佳
氏
に
よ
る
解
題
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

武
井
氏
に
よ
る

【
解
題
Ｉ
】
で
は
、
『
思
文
閣
資
料
目
録
』
の
解
説
の
書

誌
的
な
補
足
が
な
さ
れ
、
ま
た
、
筆
跡
比
較
の
た
め
に
用
い
ら
れ
た
兼
良
自

筆
資
料
名
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
上
で
武
井
氏
は

「
兼
良
独
特
の

「
を
」
字

な
ど
で
そ
れ
と
察
せ
ら
れ
る
如
く
、
ま
た
、
本
書
に
数
多
く
見
ら
れ
る
重
書

き

。
抹
消

・
傍
記
等
、
な
ど
か
ら
見
て
、
本
書
は
兼
良
自
筆
と
判
断
し
て
良

い
と
考

へ
る
」
と
指
摘
さ
れ
る
。

木
下
氏
に
よ
る

【
解
題
Ⅱ
】
で
は
、
ま
ず
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本

『
愚
見
抄
』
の
影
印
を
挙
げ
て
筆
跡
を
武
井
本
と
比
較
し

つ
つ
、
武
井
本
が

兼
良
自
筆
で
あ
る
こ
と
の
論
証
が
行
わ
れ
る
。
ま
た
、
氏
は
以
前

「
刈
谷
市

中
央
図
書
館
蔵

『
伊
勢
物
語
愚
見
抄
』
の
位
置
づ
け
」
「
中
古
文
学
』
八
二

号

・
二
〇
〇
八
年
十
二
月
）
に
お
い
て
、
刈
谷
本

『
愚
見
抄
』
が
初
稿
本
と

再
稿
本
の
間
に
位
置
す
る
本
文
で
あ
る
と
論
じ
ら
れ
た
が
、
そ
の
点
に
つ
い

て
改
め
て
示
し

つ
つ
、
武
井
本
も
刈
谷
本
と
同
じ
く
初
稿
本
か
ら
再
稿
本
に

至
る
過
渡
的
な
本
文
を
持
ち
、
「中
間
本
」
と
も
呼
べ
る
性
格
を
有
す
る
と

述
べ
ら
れ
る
。
そ
の
上
で
注
釈
内
容

・
削
除
記
号

・
抄
出
あ
る
い
は
引
用
さ

れ
る
物
語
本
文

の
切
り
方

・
細
字
書
入
な
ど
に
着
日
し
、
初
稿
本

・
刈
谷

本

。
再
稿
本
と
比
較
し
て
武
井
本
の
位
置
づ
け
を
行
わ
れ
る
。
更
に
、
木
下

氏
は
、
武
井
本
が
兼
良
自
筆
だ
か
ら
こ
そ
伝
え
る
兼
良
の
考
証
過
程
に
つ
い

て
も
検
証
さ
れ
る
。

本
書
は
、
長
年
に
亘
り
兼
良
研
究
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
武
井
氏
の
、
「
こ

の
貴
重
な
典
籍
を
、
し
か
る
べ
き
専
門
家
の
検
討
を
付
し
た
上
で
、
な
ん
と

か
し
て
廣
く
學
界
に
提
供
し
た
い
」
と
い
う
ご
企
図
に
よ
り
上
梓
さ
れ
る
運

び
と
な

っ
た
。
兼
良
自
筆
の
影
印
が
全
文
掲
載
さ
れ
る
こ
と
の
意
義
は
大
き

い
。
翻
刻
を
担
当
さ
れ
た
諸
氏
、
詳
細
な
考
究
を
行
わ
れ
た
木
下
氏
、
そ
し

て
何
よ
り
武
井
氏
の
暖
か
い
ご
配
慮
に
敬
意
を
表
し
た
い
。

（笠
間
書
院
、
二
〇

一
一
年

一
月
、
四

一
八
頁
、　
一
五
、
五
〇
〇
円
）

（
た
か
し
ま

・
あ
い
　
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）


